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No.23 (1978) 

S-5' • Deoxyadenosy I・（5＇）・3-thiopropylamine(AP-TA)

の培養細胞に及ぼす毒性効果

川瀬雅子，鮫島啓二郎，岡田正志（東京生化研），渋田博（医科研〉，岡田希子，多国敬三

〔日本薬学会第98年会 (1978年4月）で発表〕

C目的〉ポリアミン生合成の基質である脱炭酸化Sーアデノシルメチオニン及び一連のアナログ

の培養細胞に及ぼす効果を検討中，動物細胞中にもその存在が最近報告されたAP-TAに毒性

が認められたので，その機構を明らかにする為に実験した。

〔方法） 2.5×105ケのC3H-2K, SLE-A,MDB Kの細胞を10%血清含有の EagleMEM 

培地 5mlで、夫々，培養する。この際，用いた血清は胎児牛血清CFCS），馬血清CHS），仔牛血

清（CS）である。 2日後， AP-TAを 10-6mole添加し，顕微鏡下で経時的に細胞の変化して

いく様子を観察した。培地中のAP-TAの消失度合はCMーセファデックスカラムで分画後，

u V吸収により測定した。

〔実験結果〕 Hs, c S添加培地で培養した細胞群は5～24時間でAP-T Aにより破壊され

た。一方Fc S添加培地では48時間を経過しでもその影響は見られなかった。またAP-T Aを

細胞のないFCS, HS, C S添加培地のみで24時間インキュベーションすると，夫々約5%,

35%, 80%が分解した。これはベンジルアミンを基質として測定した各血清中のMAO活性と良

い相闘を示した。 AP-T Aの類似化合物， S-5'-deoxyadenosyl-(5')-2-thioethylamine(A E 

-TA), S-5'-deoxyadenosyl-(5')-4-thiobutylamine (AB-TA）についても CS添加培地

で分解されるが，それらの細胞毒性効果は見られなかった口

〔結論・考察） AP-TAの毒性は， AP-TAの直接効果に依るよりも，血清中のMAOに依

る酸化的脱アミノ化に起因すると考えられるoAE-TA, AB-T Aに憲性がない事から，そ

の特異性をアグロレインの放出に帰するのが妥当で、あった。

1, 3・ジブチル－1・ニトロソ尿素（B-BNU）によるDonryuラット乳腺腫療の発生

荻生俊昭，古田京子，小田嶋成和（国立衛生試験所〉，多国敬三

〔日本癌学会第36回総会（昭和52年10月）で発表〕

私達は今までに一連のトアルキルー1ーニトロソ尿素溶液を飲料水としてDonryuラットに連続経

口投与する事により，白血病，あるいは神経系腫揚が発生する事を報告して来た。今回は， B-

BNU溶液を飲料水として， Donryuラットに連続経口投与した結果を報告する。

11週令雌Donryuラット， 1群36匹の 4群を設け，実験群には400,200またはlOOppmB-BN 

U溶液を飲料水として連続投与し，対照群には水道水を投与した。

400ppm投与群で、は38週以上生存した有効例19匹中17匹に腫揚が発生，その内15匹に乳腺腫癖，

3匹に白血病が見られた。 200ppm投与群で、は24匹中23匹に腫揚が発生，その内20匹が乳腺腫湯，

5匹が白血病を有していた。 lOOppm投与群では26匹中23匹に腫揚が発生，その内20匹に乳腺腫
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